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研究目的

　熱電変換は，廃熱の有効利用や環境に優しい冷却

法として注目を集めているが，性能，コストの面で

問題があり，一般には普及していない．これらの問

題を解決するには，高効率熱電材料を開発する必要

がある．本研究では，高効率熱電材料が期待できる

非晶質固体のように低い熱伝導率と結晶性固体のよ

うに優れた電気的特性をもつ材料（PGEC：Phonon

Glass　and　Electron　Crysta1）を探査するという観点か

ら，原子を内包した篭状結晶格子をもつSnクラスレ

ート化合物の熱電特性を調べ，その熱電材料として

の可能性を調べた．

研究成果

　本研究では，Snクラスレート化合物Ba8Ga．Sn46．xの

焼結体をアーク溶解，放電プラズマ焼結法により作

製し，熱電気的特性に及ぼすGaの置換量の影響を調

べた．図1に示すように，得られたSnクラスレート化

合物は，Gaの置換量の増加により伝導がn型からp型

に変化した．一般に，IV族クラスレート化合物はn型

しか知られておらず，IV族クラスレート化合物にお

いて，始めてp型の合成に成功した．これらの試料は，

5～10mW！cmKの異常に低い熱伝導率を示し，　n型試

料で，最大の無次元性能指数ZT＝0．6，　p型試料で，

ZT＝0．25が得られた．

産業技術への貢献

　本研究で開発したSnクラスレート化合物は，非晶

質固体のように低い熱伝導率と結晶性固体のように

優れた電気的特性をもち，環境に優しく，材料費も

安価であることから，熱電変換素子の高効率化，低

コスト化に貢献できると考えられる．
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図1　ゼーベック係数の温度依存性
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有用酵母および酵母操作技術の開発とその企業化
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研究の目的

　酵母菌は，生物学，医学，工学的研究のモデル生物

として，また，一方で食品や醸造産業における発酵微

生物として最も身近な微生物である。酵母菌の遣伝的

操作や遺伝子操作技術の進歩は著しい。今日，微生物

学とは関係のない多くの研究室で酵母菌が使われてい

るのが現状である。本研究では，酵母菌の新しい遺伝

子操作技術を開発し，様々な分野へ応用することが目

的である。

研究成果

L　遺伝子導入系の開発

　全ての酵母株へ利用できる薬剤耐性遺伝子導入系を開

発した（図1）。過剰発現可能な多剤耐性遺伝子である

YAPIを作成した。これをPGKp：：YAPIと呼ぶ。
PGKp：：YAPIをマーカーに使うとセルレニンおよびシク

PGKプロモーター
（恒常的な高発現が可能）

　　7　」coRi

Amp

OriE

p－PGKp一￥API

照《y

URA3

YAP？

ロヘキシミドの両方に耐性となる。セルレニンを含有し

た培地で形質転換を行うと濃度が低いときに高い形質転

換効率を示した。さらに，セルレニンに耐性となったコ

ロニーをシクロヘキシミドの耐性能を調べることで確実

な形質転換体の検出が可能となることがわかった。この

マーカーは東洋紡績株式会社からpl－REDIとして販売し

ている1）。

2．遺伝子除去系の開発

　遺伝子組換え食品の印象が悪い。理由の一つが薬剤耐

性マー一一カーのような不安な外来遺伝子がその生物に入っ

ていることである。そこで，酵母菌から目的遺伝子を完

全に除去する技術を開発した。これは，宝酒造株式会社

からpAURI35として販売している。さらに，様々な新規

プラスミドも開発した（図2）。

3．倍数体酵母菌の育種法

特許申請中1，。
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産業技術への貢献

　研究用および産業用酵母の改良や育種に応用でき

る2，3）。
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図L遺伝子導入用プラスミド
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図2．遺伝子除去用プラスミド
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